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「２０２４年 世界と日本の政治と経済はどうなるか」 

～ 激動の 1年が過ぎ、円ドルレート、イスラエルとハマス、ウクライナの今後 ～ 

円安から円高へ            イスラエルとハマスの激突の決着は  

ウクライナはどうなる          中国とアメリカの動き 

２０２４年１月 ㈱エッサム 会長 八鍬
やく わ

 昭
あきら

１．円は高くなる 

〇今迄の円安の要因 

（1）内外の金利差 

（2）資源高 

（3）円キャリートレードの増加 

〇これからの円高の要因 

（1）金利差の縮小

  （2）人手不足による大幅賃上げ 

（3）円キャリートレードの終了 

２．文明社会 5,000 年は戦争の歴史 

３．イスラエルとパレスチナの激突、ユダヤ 3,000 年の歴史から考える 

（1）中世は中東アラブ諸国が先進国だった、なぜか 

        キリスト教徒、ユダヤ教徒も仲良く共存していた 

        イスラム教は本来過激な宗教ではない 
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（2）十字軍や産業革命以降、西欧の資本主義、植民地支配から激突が始まった 

（3）アメリカはなぜイスラエル支持一辺倒なのか 

（4）激突の解決方法はある、寛容と共存 

４．ウクライナとロシアはなぜ争うのか 

５．中国はこれからどう動き、アメリカはどう対応するか 

６．岸田政権 2年間の検証 

７．世界経済の今年の見通し 

    （1）原油  

    （2）金利 

（3）地価  

    （4）今年の株式相場 

    （5）そして今年の日本経済の見通し 







5



6


